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海洋酸性化に対する二酸化炭素海洋隔離技術の有効性の検討

Effectiveness of CO2 Ocean Sequestration for Acidification of the Ocean
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大気中の二酸化炭素濃度増加にともない海洋の酸性化問題が指摘されている（Caldeira & Wickett, 2003）。この問題に
対して二酸化炭素海洋隔離技術による回避策の検討を行った。
海洋大循環モデルと低次生態系に基づく物質循環モデルを改良して二酸化炭素の拡散予測シミュレーションを実施し

た。モデルは解像度が 4度格子 30層の 3次元全球モデルを用いた。計算ケースについては極端ケースとして、二酸化炭
素排出の 100％を大気に出す場合と、二酸化炭素排出の 100％を海洋深層に溶解させた場合の計算を行った。排出量は
B2シナリオに化石燃料可能量を考慮して設定した。海洋隔離ケースの場合は、毎年の排出量を 7等分して 7箇所のサイ
トの水深 1000～2000mに放出した。
計算結果を比較したところ、二酸化炭素海洋隔離実施した場合、海洋表層の pH低下を抑えることが示された。二酸化

炭素を大気に全て排出した場合には、海洋表層の pHは年々低下を続け大気濃度が最大になる 2200年の少しあとに極小
となる。このとき� pHが-0.6程度になった。その後は、二酸化炭素の海洋への吸収と深層への拡散が進むため、大気中
の二酸化炭素濃度が徐々に低下するとともに表層の pHも上昇し、3000年には� pHが-0.4程度まで回復した。一方、対
策技術として二酸化炭素の海洋隔離を実施した場合には、二酸化炭素を大気排出した場合に比べ緩やかに海洋表層の pH
が低下し続け 3000年には大気排出の場合と同じ pHとなった。中深層では二酸化炭素を希釈させた 1000～2000mで pH
の低下が生じたが、最終的には大気放出ケースとほぼ一致する分布となった。
二酸化炭素の海洋隔離技術は、海洋表層における pH低下速度を遅らせる効果と、海洋表層での pH極小を無くし pH

低下の絶対値を低く抑える効果を持つことが示された。一方で、海洋隔離を実施すると海洋中深層において� pHの極小
層が生じる可能性がある。海洋隔離による中深層の pH低下による中深層の生態系影響が許容できるのであれば、急激な
pH低下による海洋表層の生態系影響を海洋隔離は緩和できる技術と考えられる。


